
43 

 

 

 

 

 

Ⅲ．  資  料  編 

 

 

Ⅲ-1 シンポジウム来場者アンケート 

 

Ⅲ-2 起業家交流会チラシ 

 

Ⅲ-3 研究交流会チラシ 

  



44 

 

Ⅲ-1 シンポジウム来場者アンケート 

 

参加者 121 人、アンケート回収枚数 105 枚 

 

１ 所属                    ２ 性別 

 
人数 ％ 

一般 6 5.7 

鈴鹿大学学生 99 94.3 

学園関係者 0 0 

その他（具体的に：） 0 0 

 

3 年代 

 
人数 ％ 

20 歳以下 31 29.5 

21～30 歳 61 58.1 

31～40 歳 4 3.8 

41～50 歳 3 2.9 

51～60 歳 0 0 

61 歳以上 2 1.9 

未記入 4 3.8 

 

４ お住まい 

 
人数 ％ 備考 （ ）内は人数 

鈴鹿市 40 38.1 その他内訳   
津市（27） 四日市市（8） 松坂市（4） いなべ市（3） 
亀山市（3） 愛知県名古屋市（2） 高浜市（1） 桑名
市（1） 伊勢市（1） 一宮市（1） 東員町（1） 奈
良県五條市（1） 

その他 62 59.0 

未記入 3 2.9 

 

５ このシンポジウムは、どのように知りましたか（複数回答可） 

 
人数 ％ 

男性 70 66.7 

女性 32 30.4 

未記入 3 2.9 

  人数 ％ 備考  

教員・大学関係者からの案内 95 90.4 その他内訳 

・職場にて 

・チラシのイラストを頼まれて 

ホームページ（具体的に：） 0 0 

ダイレクトメール 0 0 

新聞記事・ニュース （具体的に：） 1 0.1 

その他 4 3.8 

未記入 5 4.7 
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６ 参加した理由（複数回答可） 

  人数 ％ 備考 

学習の一環 84 74.3 その他内訳 

・仕事に関係する内容であったため 

・シンポジウムについていろいろなことを

知りたかったため 

・発表をすることになっていたため 

・就職活動に役立つかもしれないと思った

ため 

・就職に役立つため 

・グローバル創業において若者の役割とし

てどうあるべきか学ぶため 

起業に関心があった 14 12.4 

登壇者の話を聞きたかった 7 6.2 

その他（具体的に： ） 8 7.1 

 

７ このシンポジウムに参加してどうでしたか 

  人数 ％ 

とてもよかった 29 27.6 

よかった 41 39.0 

普通 16 15.2 

あまりよくなかった 1 1.0 

よくなかった 0 0 

未記入 18 17.1 

 

 

８ シンポジウムの感想 

 

① 基調講演「グローバル創業の意義について」 

 

［一般］ 

● 官民一体となっての取組。解決しなければならないと思う。 

［鈴鹿大学学生］ 

● 日本だけでなく世界のことを考えていかなければいけないと思い、それには若者の力

が必要だと感じた。 

● ニーズや消費の対象の変化や、具体的な数字や数字の例などが分かりやすかった。 

● 日本、世界、三重の現状や課題が分かった。 

● 講演を聞いて、改めて地域にとって人の役割ということを考えさせられた。 

● ビジネスは都会でしか展開できないと思っていたが、三重県でも展開できる可能性が

あることが分かった。 

● これから社会に出て収入が入るようになった時の、お金の使い方も考えさせられた。 
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● 海外と比べて日本の成長が落ち込んでいるのが分かった。 

● 海外と比べて日本国内での消費は落ち込んでいる現在、売れるものをニーズに合わせ

て作っていかなくてはいけないという言葉が印象に残った。 

● 三重県の開業率が思ったより上の方で、東京が思っていたより下の方にあった。 

● 普段自分が関わったりすることが少ないことだったので、知らないことを知ることが

できたことと、少しでも興味を持つことができてとてもいい経験になった。 

● 留学生が多いこの大学でのグローバル創業という観点での取組は理に適っていると思

った。 

● 専門的で社会進出に役立つ授業が増えると、学生側も活気が出てくると思った。 

● 地域からグローバルを目指すという考え方は面白いと思う。 

 

 

② 鈴鹿大学学生によるビジネスプラン発表 

［一般］ 

●外から見た日本の良い所、意外な所が留学生の発表で良く分かった。 

●有意義なビジネスプランだと思った。 

●4 分間の発表であるが、もう少し煮詰めて具体性があればよいと思った。 

［鈴鹿大学学生］ 

●様々な見方ができるのでおもしろいと思った。 

●地域の魅力も分かった上で、地域の課題を知り、人々が地域の問題を解決していくビジ

ネスプランはいい。 

●自分と近い歳の人たちがさまざまなビジネスプランを考えているのはすごいと思った。 

●想像がつかないようなアイデアで、実現できるととても面白いビジネスプランだと思っ

た。 

●どのグループも短い時間で分かりやすくまとめて話していたので頭に入りやすかった。 

●資料無しの言葉だけのプレゼンテーションは内容が理解しづらい。 

●プレゼンテーションの準備や予行演習が欠けていたのではないかと思う。目指す内容は

良いが、訴える力量が弱く、感動できる内容ではなかった。 

 

☆アップルウィンター 

●クラウドファンディングでのビジネスは面白そうでアイデアで勝負できるのが良いと思

った。 

●クラウドファンディングも一般的に認識されつつあるので、いいアイデアだと思う。 

 

☆SAD 

●ゲームをクリアしたら単位を貰えるというプランがとても興味深かった。 

●ゲームと教育を組み合わせるアイデアは自分では思いつかないことなので面白く興味を

持った。 
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☆ゴ・ホアン・ガン 

●日本の物は中古でも質の良いものが多いので、必要としている人にそれを届けるという

取組は素晴らしいと思う。日本の「もったいない」という言葉を大切にしてくれている

ようで嬉しい。 

●独自性がおもしろく、どうやって思いついたか等詳しく聞いてみたい。 

 

 

③パネルディスカッション「三重県を元気にするグローバル創業とは」 

［一般］ 

●三重県の特色、特産、観光を生かしたグローバル創業についてサポート体制が整備され

ていることが分かった。 

［鈴鹿大学学生］ 

●度胸、強い気持ち、相手に伝われば文法はなんでもいいという言葉に、かっこいいなと

思った。 

●銀行がお金の取引だけではなく、このような取組をしていたのが分かってよかった。 

●色々なビジネス、その支援や現状を知ることができた。 

●常にプランニングをすること。売りと何をやりたいのかを明確にする重要性が分かった。 

●手塚さんの話を聞き、ますます営業の重要性が分かった。 

●周りの国の成功事例を知ること、ビジョンを明確にすることの重要性が学べた。 

●各氏独自の創業に向けての熱意ある力強い意見や実例、専門的な話を聞けて良かった。 

●百五銀行さんや松治郎のはちみつ屋は歴史が長く、三重県の方々に親しまれていると感

じた。 

●MULLER のバイクは MIE ブランドとして誇らしいと思う。 

●私が住んでいる三重県で起業された企業のことを知るきっかけになり、興味が湧いた。 

●視野を広く持つことが大切だということが分かった。 

●自分のやりたいことを成し遂げるには、強い意志が必要だと感じた。 

●会社を作り出すような人は、普通の人よりいい意味で変わっている 

●JETRO の活動を初めて知った。話をされていた方は話が上手く、発想豊かで、自分も見

習いたいと思う。 

●来年就職するので、社会人としての生き方の指標をつかむことができた。 

 

 

９ 起業やグローバルビジネスについて、ご意見があればお書きください。 

 

［一般］ 

●起業した人の講義は、今の若い人たちにとって参考になったと思う。 

［鈴鹿大学学生］ 

●やるにあたってやりたいことが明確でないとぶれてしまうし、それに関する知識や人材
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が必要だと感じた。 

●すぐに起業しなくとも企業で学ぶこともよいということが分かった。 

●世界に出ていかなければいけないとはいうものの、自治会の人や年輩の人にはまず地域

という姿勢が強くある。本当に世界に出るのがいいのか、もしそうならどう年輩の人達

などを説得できるか。 

●起業に対して大変興味を持った。 

●三重に来る観光客に地域の魅力を知ってもらえるために工夫をしていく必要がある。 

●地域の特徴と外国人の消費者ニーズをしっかり把握しておく必要があると思った。 

●起業には勇気がいるが、何かを変えないと、何も始まらないということが分かった。 

●世界における起業状況の指数をみて、日本が明らかに低いということが分かった。 

●手塚さんの話を聞いて、自分も将来起業したいと思った。 

●起業する方は素晴らしいと思うし、そこで成功する方はもっとすごいと思う。成功する

か分からない中で自分の決めたことを貫き通すのが素晴らしいことだと感じた。 

●就職活動をする時に、自分を好きになれるようにできればと思った。 

●三重県が力を入れようと努力している産業や、起業家がどうあるべきかそのあり方につ

いて学べた。 

 

 

１０ その他、これからの三重県や鈴鹿大学に対するご要望など、自由にお書きください。 

 

［一般］ 

●記入なし 

［鈴鹿大学学生］ 

●マナーなどではなく、今日のようなものをキャリアデザインの授業としてやってほしい。 

●参加型やアウトプットを重視した授業にしてほしい。（将来等を強制するようなものでは

なく） 

●県全体で魅力を見つめ直し、広報に力を入れてほしい。支援などの情報も多く発信して

ほしい。 

●広報を頑張ることによって、変わることはたくさんあると思う。 

●三重県では外国人を採用する企業が少なく、留学生の就職が難しいので、留学生にチャ

ンスを与えてほしい。 

●鈴鹿大学には留学生が多く、彼らは卒業後に就職を目指して来ているようです。この創

業を目指して活動することは、彼らにとっても、大学の生徒募集にも利点であると思う。

事業に繋がることが三重県の発展に繋がる。 

●もっと起業家の話を聞きたい。 

●留学生が地元の企業等を見学できる活動を組織化していきたい。 

●もうすぐ就職活動が始まる学生として、三重県内で留学生を受け入れてくれる企業など

の情報を知りたい。 

●このような活動を行っていくことは大学にとっても大きな意味がある。大学が地域活性
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化の力になれると思う。 

●人を外見で判断しないことという言葉は大切だと思った。 

●大学内では教員と学生が連携した取組が無いので、協力できる体制を考えたい。 

●鈴鹿大学から多くの起業家を生み出すことで、三重県をもっと活性化してほしい。 

●これからも地域と協力したイベントを大学には開催してほしいと思うし、自分も積極的

に参加したい。 

●この大学は魅力があるが、伝わっていないと思うので、県外の大学にも負けない誇れる

ものがあるとアピールできればよいと思った。 

●こういった授業をもっと設けてほしい。 

●こういったシンポジウムをもっと多くの大学で開催してみてはどうか。 

●今までも鈴鹿大学は三重県のために色々な活動をしているので、これからも今以上に多

く貢献してほしい。 

●このような場で私語の多い学生は追い出したほうがいい。 

●鈴鹿大学は現在留学生が多く、卒業後は日本の企業に就職したいと考えている。そうい

った背景から大学と企業が連携しながら取り組めることがあるのではないかと思う。 

●学生が生のビジネスに取り組めるような授業があればいい。 

  



50 

 

Ⅲ-2 起業家交流会開催チラシ 
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Ⅲ-3 研究交流会チラシ 
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